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  この本は、その包括性と簡潔さのゆえに、今回の特別集会で最初に示された「信仰は逆境を通して拡大と確立といのちに至る」という主題を、独特な形で示します。このささやかな本を読むと、これは大いに明らかです。


  この本の鍵だと思われる特定の箇所をあげるとしたら、私は四章五節の最後の句、「死んだ者の名をその相続地に起こすため」をあげなければならないと思います。これに十五節の最初の句、「その子はあなたにとって、いのちの回復者となる」を加えることができます。この書に記されていることはすべて、五節の「死んだ者の名をその相続地に起こすため」という句の周囲を巡っており、それを焦点としています。


  この本にはルツの名が冠されていますが、みながそれに同意して一致しています。しかし、なぜボアズではないのでしょう？第一に彼は男であり、女ではありませんでした。彼は裕福な人であり、宗教的に高い尊敬を受けている人でした。彼は傑出した人格者であり、栄誉ある有名な市民でした。このドラマの中で、彼が最も責任の重い主演俳優だったように思われます。しかも、彼はイスラエル出身でした。結局のところ、ルツは何者だったのでしょう？ルツは何だったのでしょう？彼女はやもめでした。それに何ら悪い点はありません。彼女はモアブ人でした。これについては、恥ずべき不名誉な点が多々ありました。後で見るように、彼女はその地ではよそ者であり、他国人でした。歴史上、なぜこの本に彼女の名が冠されてきたのでしょう？さておわかりのように、この質問の答えは第一に、この本が伝えるメッセージにあります。しかしそれ以上に、それは全聖書の総計なのです。


  贖いの計画全体の数々の原則と栄光が、このささやかな本の中に集約されています。あなたはこの本を十分で読むことができます。神の贖いの道の諸原則に関して、この本以上に包括的な本は聖書の中にありません。この本は後部席から救い出される必要があります。私は信じていますが、今日、それがいくらかなされるでしょう。前に述べたように、贖いの偉大な計画全体の原則がこの本の中に見つかります。ああ、主の民の生活の助けになるものが、ここにはなんとたくさんあることでしょう。正直に言うと、私はこの本を何度も読んできましたし、長年知っていました。しかし、最近ある早朝、遙か西のアメリカで、この本を黙想していた時、この本は私の心に新たな感動を与えたのです。「主はこの特別集会に関して何かを私に語っておられる」と私は感じました。


  さて、それを見ることにしましょう。そして、それが伝えようとしている麗しくて素晴らしい幾つかの点を、抽出して書き留めることを始めましょう。


  この本はとても単純ではないでしょうか？ここには深遠なものは何もありません。私たちは奥義を扱っているのではありません。これは最も簡単に読める本です。ですから、主とその民――あなたと私――に関するこれらの素晴らしい事柄が、何の無理も労苦もなく、いたって単純な形で、私たちに示されるのです。しかし、その単純さにつまずいてはなりません。この本は、とても明確に識別できるある一貫した線に沿って展開し、メッセージを繰り広げます。


  歴史的背景を見ることにしましょう。この本は旧約聖書の歴史のどこに位置するのでしょう？それはまさに最初の節に述べられています、「さばきつかさたちが治めていたころ」。この本はその時代のずっと後になって書かれたにちがいありませんが、それ自身の内的証拠から、それがさばきつかさたちが治めていた時代――その後ではなく――であったことがわかります。この本は士師記の続編ではありません。さばきつかさたちの時代に、実際に起きたことなのです。


  さて、士師記の内容について思い起こす必要があります。さしあたって言えるのは、士師記は全聖書の中で最も恐ろしい本の一つであるということです。実に、聖書の中で最も衝撃的な事がその中に見つかります。読みたくないこと、通り過ぎてしまいたいこと、目を閉じて無視してしまいたいことが記されています。そうです、暗く恐ろしい状況、時にはひどく邪悪ですらある状況が存在していました。それらの状況は、想像を絶することを神の民は行いうること、人の心の内奥の邪悪さ、神の民が達しうる神の御思いからかけはなれた立場を示しています。この本に記されていることを誇張して述べるのは困難です。実際、士師記を読み通す時、神の忍耐と、ご自身の民に戻ることを願う神の願いに、一度ならず驚かされます。さて、このルツ記では、この一般的状況が存在するものの、この対比が示されています。ルツ記は、この美しい絵図を私たちに見せているのです。


  こうして、私たちは神が活動しておられるのを見ることになります。このような状況の真っただ中で、このような時に、神は長期的な展望をもって活動しておられました。士師記の最後の言葉を見てください、「そのころ、イスラエルには王がなく、めいめいが自分の目に正しいと見えることを行っていた」。ルツ記の最後の言葉はこうです、「オベデの子はエッサイ、エッサイの子はダビデである」。このような状況の中、このような時に、神は長期的展望をもって活動しておられたのです。これを黙想するのは素晴らしいです。すべてが神に反しているようですし、実際のところ反しています。すべてがこう言っているかのようです、「この状況は霊的に望みがありません。これは霊的災厄の最終段階です」。しかし、この状況の真っただ中で、長期的展望をもって神は活動しておられるのです。神は、ダビデとその輝かしい王国を導入する日に向かって、活動しておられます。また、ダビデよりも大いなる者と、さらに輝かしい王国を、ダビデを通してもたらすために活動しておられます。


  この最初の思想は、とても鼓舞する思想、確信と慰めと励ましを大いに与える思想だと思います。私たちは時として、「状況は霊的に絶望的であり、とても困難です。神の民は神の御思いを到底表現できませんし、代表することもできません」と考えてしまいがちです。状況はひどく悪化してしまいました。しかし、私は言いますが、今より悪い時代に神が活動しておられたことを思い出すなら、確信が与えられます。神は長期的展望をもって、状況を御旨にかなうものとするために、秘密裏に主権的に活動しておられました。当時、神はそうされたのです。


  さて、これ以上述べなくても、これは助けになるのではないでしょうか？これが、まさに冒頭に示されているメッセージです。


  しかし、これを分解して、その主要な線を取り上げることにしましょう。それらの線上で、メッセージが展開されています。


  第一の線は、もちろん、暗い線です。それは悲劇の線です。「さばきつかさたちが治めていたころ、この地に飢饉があった」。ご存じのように、イスラエルの歴史の中で、主の御言葉がまさにこのような形で何度も成就されました。民が主に対して信実なとき、主は民を祝福し、その畑、かご、倉を祝福されます。これが何度も成就されました。顕著なのはエリヤの時代です。「主はこう仰せられる、『七年間、この地には雨が降らないであろう』」。それに続いて干ばつと飢饉があり、恐ろしい結果になりました。ですから士師記を見ても、この飢饉に驚かないのではないでしょうか？この飢饉はたんなる偶発的な出来事ではありませんでした。それは神の裁きの一部であり、神の民の霊的状況と、彼らが特長を失ったためだったのです。


  再び士師記を読んでください。時には、最も良い人々ですら、これに巻き込まれたようです。ギデオンがそうです！ギデオン自身の家、その父の家にまで、偶像がありました。主がギデオンを力強く用いられた後、彼は像を立てました。主の民は自分の特長を失いました。主は他のすべての神々から離れて立たざるをえませんでした。その結果、彼らは敵に対する優位性を失い、敗北と他国への隷属を絶えず繰り返したのです。彼らは優位性を失い、一体性を失いました――彼らは道徳的にも霊的にもばらばらな民になったのです。彼らは世にあって権威ある証しを持ちませんでした。それは無くなってしまいました。神はイスラエルの唯一の神となるために、際立った素晴らしい形でその地に来られたのに、その地では神がすべてではなかったのです。これについては前に述べました。神は分裂に反対されました。神は唯一無二の地位を目指して進まれました――最初、神はアブラハムの唯一の神となるために、五千の神々が礼拝されていたウルからアブラハムを召し出されました。次に、カナン攻撃の日まで、神は彼を待たせました。ヨシュアを通して七つの国が偶像のために滅びるまでです。それは、その地を偶像から清めて、ご自身の民をその地に導くためでした。その地では神だけが――完全に――彼らの献身と礼拝の対象になりました。しかし、士師記ではその地に他の神々があり、彼らの証しは失われています。神がすべてではありません。その地に飢饉があっても不思議ではありません。


  これを霊的な言葉に翻訳することをお望みなら、旧経綸でこれが文字どおり歴史的に起きたのと同じように、今も霊的に起きていることがわかります。私たちの食物――私たちの霊的資源、豊かさ、増加、拡大――の量は、私たちが神の御思いに同形化される程度によります。これが支配的原則です。今日、大きな霊的飢饉があります。そうです、主の民は今日とても飢えています。まさに餓死寸前です。どこに行っても、「私たちはパンを見つけられません。霊の食物を見つけるのは困難です。御言葉を聞くことの飢饉です」という不平を聞きます。ご存じのように、聖書を教えることが常に養いであるとはかぎりません。聖書がたくさん教えられているかもしれません。聖書学校がたくさんあるかもしれませんが、人々は依然として飢えているかもしれません。主の民の大部分が聖書学校に出席し、授業を受けるかもしれませんが、霊のいのちにおいては依然として貧しく、薄っぺらで、やせこけているかもしれません。これらのことを混同しないようにしましょう。なぜなら、食物は食物だからです。真の霊の食物が不足しているのです。その大きな理由は、神の民に関する神の完全な御思いが行われておらず、支配していないことです。それがなされている所では状況は異なります。ですから、その地に飢饉があります。


  注解：「ユダのベツレヘムの人が妻と二人の息子を連れてモアブの国へ行き、そこに滞在することにした」。


  さて、エリメレクとその妻と二人の息子は、とても上品な人々、とても良い人々、とても善良な人々でした。彼らの道徳生活と尊厳に関して、彼らに反対して述べることは全く何もありません。おそらく、神を畏れる心についてもです。しかし、注意すべき点が一つあります。教会の一般的状況のせいで、善良で正直で誠実な神の民が悲劇に巻き込まれることがなんと多いことでしょう。この悲劇の線を見てください。一節にこうあります、「彼らはモアブの国へ行き、そこに滞在した」。二節「その人の名はエリメレク、妻の名はナオミ、二人の息子の名はマフロンとキルヨン。彼らがモアブの国へ行き、そこにとどまっている時、二人の息子はモアブの女を妻に迎えた。一人の名はオルパ、もう一人の名はルツであった。こうして、彼らは約十年間、そこに住んでいた。マフロンとキルヨンは二人とも死んだ。こうしてナオミは二人の息子と夫に先立たれてしまった」。二〇節「ナオミは言った、『私をナオミと呼ばないで、マラ――苦い――と呼んでください。私は満ち足りて出て行きましたが、主は私を素手で帰されました。なぜ私をナオミと呼ぶのですか？主は私に反対して証しし、全能者が私をつらい目に遭わされたのです』」。


  これは悲劇ではないでしょうか？悲劇です。しかもこの悲劇は、主の御心にしたがっていない主の民の側の一般的状況に、善良な人々が巻き込まれたものなのです。私が何を言っているか、おわかりでしょうか？これは明らかに、落胆だったことがわかります。このエリメレクという人は落胆し、希望を失いました。彼は信仰を失いました。「ここにいても仕方ありません。ここには自分たちのためになるものは何もありません。ここには何の見込みも、何の道もありません。私たちは出ていった方がましです」と彼は言いました。この人は落胆し、希望と信仰を失いました。そして、悲劇に至る恐ろしい過ちを犯しました――それは主の民の状態のせいでした。主の民全体が正常だったら決してありえなかったはずのものが、主の民のこんなにも多くの人々の生活の中になんとおびただしくあることでしょう。それはキリスト教の中に入り込んではならなかったのに入り込んだものであり、ペンテコステの日の最初の立場がその後も維持されていれば決して入り込まなかったはずのものです。それは霊的衰退が始まった時に入り込んだものであり、教会が自分の霊的立場を失いはじめた時の恐るべき遺産です。どれだけ多くの人々が巻き込まれてきたことでしょう？親愛なる友よ、悲惨な状態にあるように思われる人々に関して、私たちはこのような態度を取らなければなりません。なぜ、こんなにも多くの人々が惨めな状態の中にあるのでしょう？彼ら自身の過ちのせいではありません。当然受けるべき助けを、彼らが教会から、神の民の間で、受けてこなかったためです。神の民の間で助けを受けられる状況ではなかったためです。


  主の民の状況が、主の民の各個人とその生活に、とても悲劇的な影響を団体的に及ぼすことがわかるでしょう。主の民が団体的に、主の御心と御思いと啓示された御旨にかなう正常な霊的状態にあるとき、各個人は主の民の間に安全を見いだします。そして、多くの過ちから救われます。彼らはそこにいのちを見いだします。そこに導きを見いだします。そこに保護を見いだします。そこに知恵を見いだします。これがあるべき姿です。しかし、状況が主の御旨にかなうものではないために、多くの人が恐ろしい過ちや失敗を犯します。彼らはこの全体的状況に巻き込まれます。これは多くの人が陥っている悲劇です。なぜなら、彼らは御旨にかなう主の民の団体生活や集団生活の恩恵を受けていないからです。私たちは思慮と同情と理解を大いに持たなければなりません。なぜなら、常に個人が悪いとは限らないからです。キリスト教は決して神の御旨ではない多くのもの、当初の状況が続いていれば決して存在しなかったであろう多くのものを取り入れてきました。このキリスト教に彼らは巻き込まれたのです。


  ですから、ここでは、親切で立派な良い人々、心の中で神を畏れている人々が、恐ろしい悲劇の線に沿って出て行きます。それは、その国が間違っていたためであり、その集団が間違っていたためでした。このような状況だったのです。


  しかし、彼らに全く非がなかったわけではありません。個人的責任があるからです。保身や個人の安全のために自分の信仰や原則を放棄する人々に対して、悲劇が襲いかからなければなりません。


  これを理解されたでしょうか？契約は自分たちの祖国であるその地と関係していることを、彼らはよく知っていました。彼らは契約の地と契約の民に属していました。そして、神がよその地について語られたこと、特にモアブについて語られたことを、よく知っていました。彼らが聖書を忘れてうっかりしていたかどうかはわかりません。しかし、聖書を知らないせいで多くの問題に落ち込むことがわかるでしょう。聖書がとても正確にはっきりと述べているにもかかわらず、全く間違ったことを多く行っているのです。私たちが聖書を知り、それを注意深く読んでさえいれば。


  ご存じのように、ダビデはある時、とても恐ろしい問題に陥りました。それは彼が聖書を忘れていたからでした。契約の箱を車の上にのせてしまったのです。そうです、「レビ人が契約の箱を運ばなければならない」と主は言われました。車ではありませんでした。それは聖書に記されていました。主が車の引き手を打って死なせたことに、ダビデは狼狽しました。しかし、彼は行って、主と共にそれに取り組み、自分の聖書を調べて、「レビ人が契約の箱を運ばなければならない」と記されている箇所を見つけました。そして、彼はやり方を改めたのです。しかし、それは彼が悲劇から救われたということではありませんでした。聞いてください。主は私たちに御言葉を与え、御旨を知らせてくださいました。主は私たちをこの悲劇から救ってくださらないでしょう。私たちが知りえたもの、また知っているべきものを、私たちが知らなかったために起きた悲劇から、主は私たちを救ってくださらないでしょう。これはこの事例が教えるとても深い学課です。


  ですから、信仰を放棄する者に対して、悲劇が襲いかからなければなりません。ああ、そうです！それは信仰への招きではなかったでしょうか？このささやかな書に記されているこの素晴らしい物語はすべて、このような勝利という結果になります。それは、ある所で信仰が働き始めるからです。信仰が失われた所で、信仰が戻って来ました。しかし、信仰はエリメレクの家族に直ちに戻った、と期待してはなりません。


  失われた信仰は悲劇に導きました。回復された信仰は回復と栄光に導きました。


  ああ、そうです！たしかに、とても厳しい信仰の試練です。厳しい信仰の試練ですが、ここで一つの原則を得ます。主イエスは四十日四十夜断食して、空腹になられました。肉体的にはおそらくぎりぎりの状況で、切羽詰まっていたでしょう。サタンは、「さあ、これらの石をパンに変えなさい」と言いました。


  これは御父を信じる信仰の試練ではないでしょうか？この原則がおわかりになるでしょうか？私たちは御父を信じて正しいことを行うのでしょうか？それとも、信仰を失って間違ったことを行うのでしょうか？


  主イエスが見かけ上の必要や、切羽詰まった深刻なものに思われる状況を優先して、御父を信じる信仰を放棄していたなら、それはなんという悲劇だったことでしょう。


  エリメレクは試練の下で信仰を失いました。状況に屈して信仰を放棄しました。保身のために信仰を放棄したのです。最も災いなものの一つは保身です――神が語られたことに反して保身に走るとは、どういうことでしょう？それは、神が御言葉によって御心を完全に明らかにされたにもかかわらず、保身、自分の益、自分の安全、自分の安寧を優先することなのです。


  結局のところ、私たちは自分の豊かさを維持できないことがわかります（一章二一節）。「私は満ち足りて出て行きました」。神の立場を離れるなら、私たちは自分の豊かさを維持できません。私たちは多くのものを持つかもしれませんが、神の立場を離れるなら、それを保つことはできません。「モアブに行って、富をすべて保とう」と彼らが考えていたことがわかります。自分たちの豊かさを維持するために、彼らは満ち足りて出て行きました。明らかに、彼らはすべてを持って行きました。「自分たちは全く安全である」と彼らは思っていました。彼らはすべてを携えて行きます。彼女の言葉によると、彼らは満ち足りて出て行きましたが、素手で戻って来たのです。


  神の立場から離れ、神と無縁な立場に足を踏み入れるなら、私たちは全く何も保てません。モアブは全く神と無縁であり、神の契約と無縁でした。実のところ、さらに悪かったのです。


  ですから、ナオミは恐ろしい言葉を語りました、「私は満ち足りて出て行きましたが、主は私を素手で帰されました」。「主は私に反対して証しし、全能者が私をつらい目に遭わされたのです」。


  神は同意しないで主権的に働かれたことがわかります。何のためでしょう？彼らを戻らせるためです。神の御手の下にある逆境の目的は常に、矯正と回復が第一です。神は主権者であり、彼らに対して主権的に働かれました。ですから、神はこの苦難を彼らに下されたのです。他にどうしようもありませんでした。神の優しさとあわれみにより、そして神の情け深い御旨にしたがって、神は彼らを懲らしめられたのです。


  ダビデは言いました、「私は苦しみに遭う前は、さまよいました」。これはこの場合なんと真実でしょう。ああ、そうです。これは全く暗い線です。ここに何があるのでしょう？そう、死です。エリメレクは死にました。その二人の息子も死にました。死、行き詰まり、袋小路です。もうどうしようもありません。すべてが行き詰まり、停滞します。すべてがんじがらめです。不毛です。ナオミは自分と二人の息子の嫁についてそう述べています――子供がいなかったのです！啓示された神の御心に反して行動する時、すべてが不毛であり、死です。


  これは恐ろしい教訓です――神の立場を離れるなら、務めは実を結ばないのです。ああ、これを心に刻み込みましょう。神は御心を完全に明らかにしてくださいました。私の生活や奉仕に関するいっさいのことについて、神はご自身の原則を据えられました。私たちとどこで会われるのか、またどんな根拠に基づいて会われるのか、神は私たちに語ってくださいました。ご自身の民と会うのは神の家においてであることを、神は私たちに語ってくださいました。私たちの導き、安全、益のために、聖霊の油塗りの下で、神はご自身の家の中に秩序と人々を定められたことを、私たちに語ってくださいました。この立場を離れるとき、何が起きるのかを見てみましょう。あなたはこれを試すことができます。あなたがそうしようとするのを、神は許されません。しかし、これは明らかであり、きわめて明白です。その結果は制限、霊的死、不毛です。人生は不毛な物語と共に終点に向けてたちまち過ぎ去ってしまいます。しかし、豊富と豊かな奉仕の物語になっていたかもしれないのです。これは、ご自身の民の間における神の原則を、彼らが昔も今も認識しようとしないためです。


  これについて何とでも好きなように言ってください。もしよければ、主の民を責め、主の僕たちを責めてください。これに関して神の御言葉は全く明らかです。神が据えられた基礎の上に立つなら、私たちは自分の道を見いだし、自分の奉仕を見いだすでしょう。それを知っているにもかかわらず、あるいは、神の御言葉に示されているにもかかわらず（私たちはそれを知っていなければなりません）、それを無視し、それを踏み越え、それから離れ、それを守ることを拒み、それを破るなら――確実に――霊的死、霊的不毛さ、霊的行き詰まりに遭うでしょう。


  耳が痛いかもしれませんが、私たちはこれらのことを心に刻み込まなければなりません。これらのことを心に刻み込みましょう。この事例のように、私たちのものになるはずだった嗣業、契約上の権利である嗣業が保留になったり――私たちはそれから何も得ません――他の人たちに渡ってしまうのです。黙示録の中に、「あなたの冠をだれにも奪われないようにしなさい」という恐ろしい警告があります。得られたはずの冠が他の人たちに渡ってしまうのです。


  さて、これがこの物語がその上で展開している線の一つです。それは悲劇の線です。暗い線です。あなたが圧迫を受けているのを私は承知しています。それでも、この本のメッセージを理解するのはよいことです。なぜなら、親愛なる友よ、これは私たちのクリスチャン生活で私たちに個人的にあてはまるメッセージであるだけでなく、贖いの教理全体を貫く主要な線の一つでもあるからです。これについては、おそらく後で見ることになるでしょう。


  死の原因と、死と行き詰まりと不毛さの理由とを理解しないかぎり、あなたはこの上なく素晴らしい神のあわれみを理解する立場には至れません。


  そこで、この本がそれに沿って展開している次の線に移ることにします。それは一つの短い句、新約聖書の有名な主の称号に要約することができます。それは望みの神です。背景は暗く恐ろしいですが、望みの神がそれに立ち向かわれます。


  
    ルツ記一章六節「そこで、彼女は嫁たちと連れ立って、モアブの国から帰ろうとした。モアブの国で彼女は、主がご自身の民を顧みて彼らにパンをくださったと聞いたからである。」

    

    二二節「ナオミは、嫁のモアブの女ルツと一緒に、モアブの国から帰って来て、大麦の刈り入れの始まったころ、ベツレヘムに着いた。」

  


  遠国から良い知らせが届きました！それは遠国に届いた良い知らせでした。彼女はそれを聞きました。その地の外のモアブの地で、神はご自身の民を訪れてくださいました。これが士師記のどこにあたるのかを決めるのは困難です。しかし、それは明らかに、悲劇と悲劇の間の時期の一つでした。士師記からご存じのように、状況が好転した時期もありました。それは短い期間であり、たとえばギデオンやデボラや他の人々の下ででした――四百年に及ぶ長く暗い時代の晴れ間でした。これが起きたのはこの暗い歴史の明るい時期の一つだったことは明らかです。「主がご自身の民を顧みて彼らにパンをくださった」――彼らは飢饉から刈り入れに移ったのです。


  神が私たちと会ってくださる場所があります。その場所でしか、神は私たちと会ってくださいません。その場所とは復活です――復活の立場の上でです。


  「主は本当によみがえられました！」。けれども、「自分は信じません」とトマスは言います。ですから、主が最初に現れた時、トマスは彼らと一緒にいませんでした。彼は離れた外の場所にいて、おそらく絶望と暗闇の中をさまよっていたのでしょう。主は決してトマスを追って行かれませんでした。主はトマスをなすがままにまかせて、彼を惨めなまま取り残されました。「わたしが復活したことをあなたが信じる時、わたしはあなたと会います」「信じない者にならないで、信じる者になりなさい」。これは信仰の問題ではなかったでしょうか？復活を信じることだったのです。


  良い知らせが行き渡りました。「私たちは主に会いました。主はよみがえられました」。しかし、トマスはこの良い知らせを信じようとしませんでした。それで彼は外の暗闇の中に取り残されたのです――主は彼のところに出て行かれませんでした。彼が戻ってこないかぎり、そうでした。あの日、彼がどうやって戻って来たのかはわかりません。何かが彼の内に起きました。おそらく、彼は次のように言う心境になったのでしょう、「たしかに、このままではらちがあきません。これではどうにもなりません。もしわずかでも希望があるとしたら、あの部屋のあの人々の所にしかないように思われます。自分にできるせめてものことは、行って見ることです」。主に対する信仰と、主の復活の現実を享受する立場に彼が到達した時、主は彼と会われ、彼は主と会ったのです。


  ご存じのように、このような立場が常に存在しています。放蕩息子の話にこの面があることはご存じでしょう。兄は介入しようとしません。いいでしょう、弟は外でできるだけ惨めなままでいなさい。喜びはすべて内側にあります。復活のいのちと喜びにあずかるには、弟は復活の立場に至らなければなりません。これが主が私たちと会われる場所であり、大麦の刈り入れです。


  さて、大麦は常に復活の象徴であることを、聖書を学んでいるあなたたちはとても良くご存じです。大麦は穀物の収穫の最初のものです。大麦はこの短い書の中に何度も述べられているのではないでしょうか？見てみましょう。この短い書の中に六回出てきます。そして、この大麦の刈り入れから、ルツは新しい人生、新しい豊かさの中に入ります。それは、この大麦の倉からボアズが彼女に与えたものによりました。すべてが大麦と大麦の刈り入れにかかっています。


  主がそれで群衆を養われた五つの大麦のパンはどうでしょう？その後直ちに主は何と言われたでしょう？「わたしの肉はいのちです」。「この人はどうやって私たちに自分の肉を与えて食べさせることができるのだろう？」。復活の立場の上にある時だけ、ご自身のいのちを私たちに分け与えてくださるキリストの奥義を知ることができるのではないでしょうか？キリストの復活の後、聖霊はキリストを供給してくださいます。キリストの復活、キリストの復活のいのちが、私たちに与えられます。それは大麦のパンです。この要点を用いて全聖書をくまなく調べることができます。大麦は常に一つのこと、復活を表しています。


  ペテロ第一の手紙一章三、四節、「イエス・キリストの死人の中からの復活により、生ける望みを持たせ、朽ちず、汚れず、しぼまない、あなたたちのために天に蓄えられている嗣業を得させてくださいました」。ルツ記の中に、まさにこれを読み取ることができます。


  ですから、復活の線に沿って、神は常に前だけでなく後にも進まれるのです。これがここのメッセージです。神は復活の線に沿って後に進んでおられます。言い換えると、神は常に積極的な線上におられるのです。この状況は神にとって喜ばしいものではありませんし、満足できるものでもありません。この悲劇的状況――その地の状況も、この少数の人々の生活も――神に栄光を帰すものではありません。神は常に、復活の原則と路線に基づいて、このような状況に反応されるのです。


  神は積極的な線上におられます。これを信じてください。あなたは悲劇的な状況の中におられるのでしょうか？あなたは停滞しておられるのでしょうか？行き詰まり、袋小路、不毛さに直面しておられるのでしょうか？「自分は主の立場から離れてしまった」と感じておられるのでしょうか？聞いてください。主はこれが最終的なものだとは信じておられません。また、あなたがそれを受け入れることを、主は望んでおられません。主は積極的な線上で働かれます。主が復活の中で応答してくださる以上、どん底の恐ろしい絶望や悲劇はありえないのです。


  ああ、神は復活の神です！これを信仰によって握ってください！つかんでください！神は大麦の刈り入れの神です。死と荒廃に対する神の答えは何でしょう？神は死人をよみがえらせる神です。


  もしそう感じるなら、神をこのように信じてください。神を信じてください。


  あなたへの良い知らせがあります。ナオミにも良い知らせがありました。主イエスの復活は私たちのあらゆる不幸を逆転させます。これを理解されたでしょうか？しかりです。


  



  第二部 贖い


  



  ですから、こう記されています――「彼らはモアブの国を出た」。なぜでしょう？彼らが復活の良い知らせを聞き、それを信じ、それに基づいて行動したからです。「それはすべて空言です。本当だと信じてはいけません。たんなる噂話です」と彼らは言いませんでした。


  彼らはその知らせを信じました。復活があったのです。彼らは信仰を行動に移し、その方向に進み、それを信仰によって取り、それが本当であることを見いだしました。


  あなたや私が自分の生活の中で何度も行うよう要求されているのは次のことです――死人をよみがえらせる神を信じ、信仰によってあの復活を握り、明確な行動で自分をそれに委ねること、行いによって自分の信仰を証明することです。この立場の上で、私たちはキリストの復活の成果を受け継ぎます。呪いは取り除かれます。モアブは呪いの下にありました。呪いの下にとどまっていました。呪われた国、呪われた民でした。モアブ自体は依然として呪いの下にありました。しかし、彼らはその呪いの土地を離れました。それは復活のためでした。


  この中に新約聖書の教理を見ることができるのではないでしょうか？呪いはこのように、この被造物全体を覆っています。しかし、イエスは私たちのために呪いとされ、裁きを耐え忍び、私たちが義とされるために復活されました。そのおかげで、私たちはこの復活の立場に基づいてモアブの地、呪いの場所を離れ、キリストの復活の成果にあずかるのです！それはなんと豊かでしょう！


  モアブの地に戻らないよう注意しなさい。地と接触して戻らないよう注意しなさい。依然として呪いの下にある領域に、あなたの霊の中で触れないよう、注意しなさい。この世は依然として呪いの下にあります。裁きの下にあるものに、霊の中で、生活の中で、自発的に触れないよう注意しなさい。なぜなら、霊のいのち、豊かさ、喜び、平安を再び奪われてしまうからです。地との接触に注意しなさい。


  次に、復活による神の働きは、ご自身の場所を正常化するためであることに注意してください。神の場所はベツレヘムであり、ベツレヘムは「パンの家」を意味します。ベツレヘムを覆う飢饉がある時、それはその名の正反対です。


  この書全体を貫いて展開しているもう一つの線は、いくつかの節に見られます。


  
    二章一節「ナオミには、夫の親戚で、エリメレクの一族に属する一人の裕福な有力者がいた。その人の名はボアズであった。」

    

    二〇節「ナオミは嫁に言った、『その方は私たちの近親者で、買い戻しの権利のある私たちの親類の一人です』。」

    

    三章九節「彼は言った、『あなたは誰か？』。彼女は答えた、『私はあなたのはしためのルツです。あなたのおおいを広げて、このはしためを覆ってください。あなたは買い戻しの権利のある親類ですから』。」

    

    十二節「ところで、確かに私は買い戻しの権利のある親類です。しかし、私よりももっと近い買い戻しの権利のある親類がいます。」

    

    四章一節「そこでボアズは門の所へ上って行って、そこにすわった。すると見よ、ボアズが言ったあの買い戻しの権利のある親類の人が通りかかった。ボアズは、彼に言葉をかけた。『ああ、もしもし、こちらに立ち寄って、おすわりになってください！』 。それから、ボアズは、町の長老十人を招いて、『ここにおすわりください』と言ったので、彼らもすわった。そこで、ボアズは、その買い戻しの権利のある親類の人に言った、『モアブの国から帰ってきたナオミは、私たちの身内のエリメレクの畑を売ることにしています。私はそれをあなたの耳に入れ、ここにすわっている人々と私の民の長老たちとの前で、それを買いなさいと、言おうと思ったのです。もし、あなたがそれを買い戻すつもりなら、それを買い戻してください。しかし、もしそれを買い戻さないのなら、私にそう言って知らせてください。あなたをさしおいて、それを買い戻す人はいないのです。私はあなたの次なのですから』。」

    

    「すると彼は言った、『私が買い戻しましょう！』。 そこで、ボアズは言った、『あなたがナオミの手からその畑を買う時は、死んだ者の名をその相続地に起こすために、死んだ者の妻であったモアブの女ルツも買わなければなりません』。」

    

    「その買い戻しの権利のある親類の人は言った、『私は自分でそれを買い戻すことはできません。私自身の相続地を損なうことになるといけませんから。あなたが私に代わって買い戻してください。私は買い戻すことができませんから！』。」

    

    ローマ人への手紙三章二四節「無代価で、彼の恵みにより、キリスト・イエスにある贖いを通して、義とされるからです。」

    

    コリント人への第一の手紙一章三〇節「しかし、あなたたちがキリスト・イエスの中にあるのは、神によるのです。このキリストは私たちに至る神からの（中略）贖いとなられました。」

    

    エペソ人への手紙一章十四節「この聖霊は、私たちの嗣業の保証であって、神ご自身の所有の民の贖いをもたらし、神の栄光の賛美に至ります。」

  


  さて、ルツ記の黙想を続けることにします。


  この素晴らしい本は、そのわずか数ページの中に、神の贖いの完全な計画の数々の原則と性質をすべて含んでいます。これまで見てきたように、この本には、この地上における私たちのクリスチャン生活の歩みにとって、本当にためになることが記されています。また、救いの偉大な教理に関するこれらの偉大な面も記されています。この午後、私たちは再びそれを見ることにします。そして、今のこの黙想では、たったいま読んだローマ三章二四節「キリスト・イエスにある贖いにより」という句を網羅することにします。


  ルツは私たち自身の失われている状態を、生き生きと、はっきり、力強く、私たちに示します。彼女の出生を見てみましょう。彼女の出生はなんと希望のない始まりだったことでしょう。あなたはおそらくモアブの起源をご存じでしょう。モアブは近親相姦、実の娘とのロトの近親相姦の結果でした。これは幸先の良い、有望な出だしではありません。その後、国家としてのモアブの上に、団体的に呪いが下されました。その呪いとは――申命記二三章に記録されています――「アモン人とモアブ人は永遠に主の会衆に加わってはならない」というものでした。このような状況の中に生まれることは、かなり絶望的なことでした。この世には神も希望もありません。


  そして、士師記に見られるこれらの悲劇的な状況の結果、エリメレクとその妻と二人の息子は契約の地を離れ、困難と災いがモアブで立て続けに彼らを襲いました――義理の父が亡くなり、彼女の夫も亡くなりました。助け手も保護者もいません。死の嗣業です。これは私たちの生まれながらの状態を詳細に示しています。私たちは罪の中に生まれ、違反の中で育ちます。私たちが生まれた世界、そして、生まれながら私たちが属している種族の上には、呪いが臨んでいます。「この世には神も希望もない」――この新約聖書の句がまさにあてはまります。これが罪人の状態であり、私たち各自の生まれながらの状態です。ここには助け手がいません。「違反と罪を通して死んでいた」とパウロは言います。死です。


  これがこの書にとてもはっきりと示されている背景です。人の損失や絶望は、決してキリスト・イエスにある贖いに至りません。


  すでに見たように、良い知らせがどうにかモアブに届きました。その良い知らせは、「復活、大麦の刈り入れがあった」という知らせでした。復活が進行中でした。そして、その知らせが遠くにいるこれらの惨めな人たちに届きました。彼らは、荒廃と呪いと裁きの地、全く希望のない地であるモアブを離れ、復活の地であるベツレヘムに行きました。彼らがそこに来た時、復活を通して、贖いの輝かしい働きがすべて成就されたのです。復活による贖いです。「イエス・キリストの死者の中からの復活により私たちを再生し、生ける望みを持たせてくださいました」――これが福音です。キリストの復活という根拠に全き贖いは基づいているのです。


  もちろん、これはあなたたちをだれも興奮させません。これはきわめて明白です。なぜなら、あなたたちはこれをとてもよく知っているからです。あなたたちはこれをすべて知っています。しかし、本当でしょうか？もしこれが魅力や新鮮さを失うようなことがあるなら、神が私たちをあわれんでくださいますように。


  しかし、贖いは復活という根拠に基づいていただけでなく、贖い主との合一という根拠にも基づいていました。これは特別な段階です。贖う親類との復活による合一。これは次の段階です。これは福音の核心であり、総計であることを思い出しましょう。私たちは福音を断片に分解して、赦し、贖い、義認などについて語ります。しかし、それらはみな、この一つのことの一部なのです。贖いの総計と核心、救いの総計と核心は、贖い主との生ける合一なのです。


  贖いは出来事、教理、真理ではありません。贖いは生ける方との関係です。


  これが贖いをこんなにも可能性と潜在性に満ちたものにします。ルツは自分の惨めな状態から救われることができたかもしれませんし、その地にやって来て個人的な恩恵にあずかることができたかもしれません。しかし、ボアズとの結婚によって、どれだけ多くのものが彼女に与えられたのかを見てください。当時のことだけでなく、この本の最後の言葉も見てください。そして、この本の最後の言葉から後の時代を見てください。これから再びそれを見ることにします。


  しかし、この贖いは何かから救うだけのものではありませんでした。それは何かに至るよう救うものだったのです。その何かは、彼女の人生に個人的に便宜や恩恵をはかる一時的なものではありませんでした。それはすべてを持つ方、彼女を凄まじい莫大な遺産に導いた方だったのです。


  そうです、贖い、救いは、合一です。生ける方との生ける合一です。


  こうして私たちはこの合一により、キリストにあって私たちのものである遺産に導かれます。


  さて、詳細を注意深く見ることにしましょう。ルツが嗣業を失った原因、嗣業の喪失の原因は、最初の結婚による合一のためでした。彼女がエリメレクの息子と結婚していたからこそ、嗣業というこの問題全体が生じたのであり、この嗣業という困難な問題全体が生じたのです。実際、彼女がこの件と何の関係もなかったのは、ただあの結婚による合一のためでした。その結婚によって、嗣業全体が意味あるものになりました。しかし、最初の結婚によるあの合一により、嗣業は失われたのです。


  あの最初の結婚は最も近い親類に光を当てていると思います。それはボアズではなく、他の人でした。最も近い親類です。


  生まれつき私たちに最も近い親類とは誰でしょう？古いアダムです。彼がとても近い親類であることを、私たちは知っています。実に、彼はあまりにも近すぎるのです。彼は常に突出しており、常にその場にいます。決して遠く離れていません。


  ボアズは「私よりもっと近い親類がいます」と言いました。これはまさに真実です。これに取り組んだり、説明しようとする必要はありません。なぜなら、これが元々いかに真実であるのか、私たちは知っているからです。とても近い親類がいるのです。


  この解き明かしはとても興味深くないでしょうか？あなたが新約聖書を知っているなら、特にローマ人への手紙を知っているなら、私が話すよりも遙かによくこれを理解できるでしょう。それは素晴らしいと思います。うっとりするほどです。ボアズは贖う親類となるべき者です。しかし、もっと近い親類がいます。第一に、その人に責任があります。責任は第一に、最初のアダムにあります。この状況に対する責任、それに関して何かを行う責任です。能力のことではなく、責任のことを言っているのです。


  ですから、ボアズは言います、「これを彼に任せて、これについて彼に何ができるのか見ましょう」。これは、「人は自分の中に、自分の天然のいのちの中に、自分の遺伝的性質の中に、贖いを見いだせるのか？最も近い親類である古いアダムの中に贖いを見いだせるのか？」という問題を提起します。これこそまさに、主が遵守される原則ではないでしょうか？主は人に自分の失われた状態を確信させます。次に、一時の間、その人にしばしばある経験を通らせます。その経験によって、自分の内に救いはないことを、その人はますます知るようになります。事実、私たちの偉大な贖う親類は、このようなことをなさいます。彼は言われます、「いいでしょう。もし自分を救えるなら、自分を救いなさい。私は後に立っています。私はあなたにチャンスを与えましょう。古いアダムに完全なチャンス、開けた道を与えましょう。ヒューマニズムに完全な活動の自由を与えましょう。それに何ができるのか、それが何をするのか、見ることにしましょう」。「自分で自分を救うことができる」「人の性質の中には、自分を贖い、自分を変えるのに必要な、善と可能性と力がすべて備わっている」と言ってきた世をご覧なさい。さて、その答えはどうでしょう？


  まさに、贖いの恩恵にあずからせようとする人に、主はこれを明確に自覚させられます。最も近い親類、古い人、古いアダムは全く何もできないことを、主はその人に知らしめます。ご自身だけが贖い主となる地点に、主は導き上られます。主はこの地位をだれとも分かち合われません。


  ですから、主はご自身の方法で、最も責任のある者にこの責任を負わされます。主は言われます、「さて、もしできるならやってごらんなさい」。私はあえて言いますが、「自分も他の人も自分を救うことはできない」とすっかり希望を失う地点に達しないかぎり、だれも贖いの恩恵に生き生きと真にあずかることはできません。私たちが救われた後も、「結局のところ、この働きをなせる近親者は、私たちの内にも外にも、主をおいて他にいない」ということを私たちにわからせるため、主はますますこれを強調されるのではないでしょうか。


  「ところで、私よりも近い親類がいます。これについて彼に何ができるのか、見ることにしましょう」とボアズは言います。こうして、ある意味で、彼は他の人のために後に立ちます。それはその人にチャンスを与えるためです。


  親愛なる友よ、もしあなたが自分のクリスチャン生活の始まりやその他の時点にいて、自分の救いや聖別のために依然として奮闘し、どうにかして贖いを実現しようと奮闘努力しているなら、主はそのままあなたを放っておかれるでしょう。「だめです、自分はそれに関して何もすることができません」という訴えが法廷に響かないかぎり、自分の力が全く無力であることが判明しないかぎり、主はそれに関して何もなさらないでしょう。これは救われていない人だけでなく、クリスチャンたちも覚えておくべきことです――私はローマ人への手紙にしっかりと付き従っていることがわかるでしょう。なぜなら、ローマ人への手紙はクリスチャンに宛てて書かれており、ふたりのアダムについてだからです。そうではないでしょうか？


  さて、古いアダム、最も近い親類に対する希望の扉を一度かぎり永遠に閉ざす地点に達することですら、長い時間がかかる人もいるでしょう。ボアズは第一に彼に責任を負わせ、挑んで言います、「さて、ところで、これについてあなたはどうされるのでしょう？状況はこのとおりです。責任はあなたの戸口にあります。あなたはそれについてどうされるのでしょう？」。


  それについて彼には何もできないことが、やがて必然的にわかるようになります。ああ、彼は最初に素振りを示して応答し、「私がそれをします――私がそれをします」と言います。しかし、「私はこの問題を取り扱うことができます。この状況を救うことができます。私は自分を救うことができます」と立ち上がって言う者がいたとしても――それは贖いの意味が全くわかっていないからなのです。


  ですから、それにはもっと深い意味があることを、ボアズはその人に知らせます。それにはもっと大きな意味があるのです。それはこの法的手続きを行うことだけではありません。イスラエルの家の中に永遠に残る証しを起こさなければならないのです。それは復活の証しです。


  古い人にこれは無理です。その真の意味が古い人に示される時、「私はそれに関して何もできません」と彼は言います。


  なぜ彼には無理なのでしょう？なぜこの無力さが彼の上にのしかかっているのでしょう？これを見てください、「私自身の相続地を損なうことになるといけませんから」。


  正直に言って、私にはこの意味がさっぱりわかりません。しかし、新約聖書の光の中で解釈するなら、その意味に迫れると思います。古い人はがんじがらめです――自分の益、自分のことでがんじがらめです。古い人はこれに関して何もできません。なぜなら、古い人はあまりにも自分のことでがんじがらめだからです。この最も近い親類はそうでした。彼の無力さは、彼が自分の状況を何とかするので精一杯だったからです。自分の相続地を顧みるので精一杯だったからです。贖いに関して、彼に何ができたでしょう？


  生活上、これは真実ではないでしょうか？経験上、これは真実です。この別の問題は、あまりにも私たちを占有して、私たちを忙しくします。天と永遠と神に属する事柄に関して何かを行おうとするなら、そうなります。神について考え始めるなら――それは地上のこの世における私たちのささやかな分を損なうことになるでしょう。これこそ、キリスト・イエスによる救いと永遠の安寧が人々に示される時、人々がしばしば直面する問題です。彼らは言います、「そうですが、ああ、放棄することがどういうことか、代価がどのようなものか、友人や私の立場等がどうなるのか、考えてみてください。永遠の事柄というこの別の問題に取り組むなら、私は自分の相続地を損なうことになるでしょう。贖いの問題を考え始めるなら、この世の私の楽しみを損なうことになるでしょう」。


  もちろん、これは完全に間違っています。しかし、人々はあまりにもがんじがらめなのではないでしょうか？自分のことでがんじがらめなのです。古い人は自分を顧みることでこのようにがんじがらめなため、この事柄を享受する自由はありません。古い人の無力さは、この世に対する隷属のためです。この世の君に対する隷属と重労働のためです。古い人は贖いに関して何もできません。


  さて、これが確立され、証明され、決着がつく時、ボアズが直ちに介入します。古い人はそれを放棄して、道からどかなければなりません。


  さて、クリスチャンの方々。罪人たちと同じくあなたたちの問題は、自分の贖いを達成しようとしていることです。神を喜ばせるものを自分自身の内に見いだそうとしていることです。自分自身の贖いや救いを何とかして達成しようと、古い人が奮闘努力していることです。ああ、主がそれを達成するには、この古い人はそれを諦めて、道からどかなければなりません。私たちがその地点に達しないかぎり、主は決してそうしてくださらないでしょう。主の道からどきなさい！私たちがこの立場に達する時、贖う親類、私たちの大いなるボアズが介入して、引き受けてくださいます。


  しかし、次のことに注意してください。ボアズに関して、これは本当に注意すべきことだと思います――彼は決して強制したり、自己主張したりしませんでした。彼は言わば後に立って、ひたすら待ちました。自己主張や強制はいっさいありませんでした。


  この午後、真に主のものではない方がここにおられても、主はあなたの贖い主となるために、ご自身をあなたに押しつけたりなさいません。主は自己主張して引き受けたりなさいません。「主こそ、これをなせる唯一の方です。主こそ唯一の方です」と言うところにあなたが達するまで、主は待たれます。


  ですから、ボアズはこれに手をつけませんでしたし、所有するために自己主張もしませんでした。主は他のどの道――この道ならうまくいくのではないかと思われる道――にも十分な機会をお与えになります。そして、他の力がすべて尽き果てて、「主にはできます。それができるのはただ主だけです」という理解に私たちが達するまで、主は待たれます。ボアズはそうすることができました。しかしそれ以上に、彼は待っている間、そうすることを心から望んでいたのです。


  正直に言いますが、「私よりも近い親類がいます。私たちはその人にチャンスを与えなければなりません」とボアズがルツに言った箇所に来た時、私ははらはらしました。おそらく、あなたがこのささやかな本を読んでいた時も、そうだったでしょう。「この人はこの女性を心から愛している」ということがここでわかります。彼は彼女を欲しています。しかし、彼はそれを全く隠して、このもう一人の人にチャンスを与えます。ああ、このもう一人の人が引き受けたらどうなるのでしょう。かわいそうなボアズ。


  まさに、あなたや私に対して、主イエスは関心と愛に満ちておられます。主は私たちを得ることを心から願っておられます。しかし、他のすべてのものが道からどかないかぎり、私たちは決して主の真価を認めないだろうことを、主はとてもよくご存じです。ですから、主は中途半端な忠誠は受け入れません。半分しか持たないで次席を占めるくらいなら、すべてを手放す覚悟が主にはあります。主はあらゆる危険を冒されます。「別の救い主を見つけられるなら、いいでしょう、見つけなさい。これに関してわたしが何かを行うには、あなたはまず、わたしがすべてとなる地点に達しなければならないのです」。主は妬み深くそのような地位を欲しておられます。主にはできます。主は願っておられます。主は切望しておられます。しかし、それはおそらく隠されているのでしょう。主は縛られていません。主は自由です。主には他の関心や興味はいっさいありません。主はこのもう一人の人とは違い、何にも興味はありません。主はこうしたいっさいのものから自由なのです。


  



  第三部 嗣業


  



  親愛なる友よ、私たちの主イエスには、私たちより優先するものは何もありません。これを理解するのは素晴らしいことではないでしょうか？私たちは主の唯一の関心事なのです。主は他の思惑によって縛られたりされません。ご自身の花嫁を得るという関心事によって、個人的関心はすべて完全に消え去りました。主は自由です。これがピリピ人への手紙二章四～八節に記されていることではないでしょうか？そうです、すべてはなくなりました。御父がおられる天での栄光すら、なくなりました。なぜなら、主の目と心は単一だからです。主には一つの関心しかありません。主は今、他のいかなる思惑にも縛られていません。あなたと私は主の顧みの対象であり、他のいっさいのものから主は自由なのです。


  主が代わりのものを持たれなかったことを、私はとてもうれしく思います。あなたもそうではないでしょうか？主は代わりのものを持たれませんでした。全く持たれなかったのです。他の人は代わりのものを持っていました。キリストは持たれませんでした。


  さて、この基礎に基づいて状況が確立され、ボアズが唯一の贖う者となって、贖いが成就された時、嗣業はすべてルツのものになりました――それはボアズによってでした。贖いはすべて、彼によって彼女のものでした。嗣業はすべて、彼によって彼女のものでした。それはキリスト・イエスによる贖いでした。私たちはそれをみなキリストにあって得ます。「ご自身の御子を私たち全員のために渡された方が、どうして御子と共にすべてを無代価で与えてくださらないことがあるでしょう」。私たちはそれをみなキリストにあって得ます。


  これがいかに単純であるかは承知しています。しかし、この本は素晴らしく美しい福音の解き明かしではないでしょうか？嗣業について見ることにしましょう。


  さて第一に、嗣業はもちろん契約の地の一部でした。再びヨシュア記に戻らなければなりません。ヨシュアはその地を取り、最終的にそれを鎮圧して征服しました。次に、その地は部族ごとに分けられ、部族を通して家族ごとに分けられました。彼らはその地の中に自分の分、自分の嗣業を得ました。エリメレクもどうにか契約の地の中に分を持つようになりました。さて、この旧約聖書の型が何を意味するのか、私たちは知っています。ですからこの午後、それに触れるためにエペソ人への手紙に来たのです。なぜなら、ヨシュア記に対応するのがエペソ人への手紙だからです。キリストの中にある素晴らしい嗣業、ご自身の民の中にあるキリストの素晴らしい嗣業。これは広大な土地ではないでしょうか？これが嗣業です。エペソ書を見てください。遠大なことに、永遠の過去に遡り、来たるべき永遠に至ります。素晴らしいです！とても肥沃な地です。とても豊かな地です。ルツについて見ると、この嗣業は第一に契約の地の一部でした。その中に自分の分け前を持つことは、小さなことではありません。


  しかし、これで終わりではありません。ナオミとの合一、そしてナオミによるエリメレクとの合一のゆえにルツは分を得ましたが、その分は失われてしまいました。しかし、贖いによる回復によって、失ったものよりも遙かに多くのものを与えられました。彼女のわずかな分は、彼の大きな分に加えられたのです。これはなんと偉大な真理でしょう！キリスト・イエスによる贖いによって、自分が失ったものよりも遙かに多くのもの、アダムが持っていたものよりも遙かに多くのもの、したがって、アダムが失ったものよりも遙かに多くのものを、私たちは得るのです。これは大いに広がった嗣業であり、私たちはキリストにあってその中に入ります。私たちのものはわずかですが、キリストのすべてを得るのです。


  私はこの御言葉が好きです、「こうして、ナオミは、嫁のモアブの女ルツといっしょに、モアブの国から帰って来て、ベツレヘムに着いた。ナオミには夫の親戚で、裕福な有力者がいた」。


  この眼鏡を通して、ルツを通して、後の時代を見てください。裕福な有力者である方を見てください。ルツは、失ったカナンの地のわずかな土地よりも、もっと大きな嗣業の中に入ったのではないでしょうか？ああ、彼女を通して来臨したキリストを見てください。キリストはルツを通して来られました。なんという嗣業でしょう！ボアズよりも大いなる方がここにおられます。


  次に、さしあたって最後になりますが、この贖いの動機と原則についてです。それは、「死んだ者の名をその嗣業の上に起こすため」というボアズの言葉の中に述べられています。「死んだ者の名をその嗣業の上に起こすため」という言葉の意味がわからなければ、多少とまどうかもしれません。エリメレクの名をその嗣業の上に起こす。どうやってでしょう？子孫によってです。復活の中でいつまでも残る子孫によってです。エリメレクとはどういう意味でしょう？「神は王である」です。まさに最初の部分が神を意味します。この名は「神は王である」を意味します。「主の御名をその嗣業の上に起こすため！」。


  士師記の最後の言葉はこうです、「イスラエルには王がなく、めいめいが自分の目に正しいと見えることを行っていた」。なんという混沌！なんという悲劇！中心となる至高の権威がない所では、常にそうです。あらゆる問題の原因はこれです。さばきつかさたちの四百年は、恐ろしい状態であり、究極的悲劇でした。


  これは今日の世界全体にもあてはまります。ある意味、これはキリスト教にもあてはまります。現存するあらゆる分裂、混乱、不幸な出来事は、イエスが頭首権の地位にないためです。イエスは主であり、王であると言われています。また名目上、イエスは主であり、王であると告白されています。しかし実際には、イエスはその地位にないのです。他の君主たちが支配しています。私たちにはたくさんの君主がいるかもしれません。クリスチャン生活や教会の諸事さえも支配する数々のものがあります。主イエスの絶対的な至高の頭首権を邪魔する数々のものがあります。キリストのからだの一体性、統一性、あの有機的交わりはキリストの頭首権から発することを、パウロは完全に明らかにしているのではないでしょうか？このかしらにより、からだ全体は適切に組み合わされ、互いに結ばれます。


  さて、私たちはこれをとてもよく知っています。その状況はまさにこのような状況でした。今日の状況も同様です。


  必要なのは権威、統治、頭首権、王です。主が真に実際に主となられることです。最近、私はアメリカのクリスチャンたちを訪問しましたが、至るところで同じ事を聞かされました。私はそれを話さなかったのに、至るところでそれを聞かされたのです。「私たちの問題は指導権がないことです。私たちの問題は権威に欠けていることです。すべての人が自分の思うことや自分の好きなことをしています。中心的権威はなく、指導権もありません」。


  ですから、何があるのでしょう？飢饉でしょうか？飢え、不足、霊的飢饉、貧困、これがみなあります。士師記の状況がそうでしたし、今日の状況もそうです。主が彼らを訪れるまでそうだったのです。「死んだ者の名をその嗣業の上に起こすため」。これはたしかに、主の絶対的主権の回復と復権を意味します。


  エリメレク――「神は王である」。この名前を起こすためです。神が王である時、とても幸いな状況です。


  主を絶対的な主とすることによって、失うものは何もありません。「主のところに行って、彼を主とするなら、何かを失ってしまう」と人々は考えているようです。


  さて、これについて欺かれてはなりません。もう一度士師記を見てください。今、ルツ記を「取るに足りない本」と言えるでしょうか？たしかに言えません！――このルツ記が包括的かつ決定的に述べていることは、かしらと主が確立されるなら、豊かさ、繁栄、祝福、いのち、すべてがある、ということです。かしらと主が確立されないなら、何もありません。「死んだ者の名をその嗣業の上に起こすため」。


  別の見方をすると、「あなたは人に支配権を持たせられた」ということです。人は死により、罪を通して、嗣業を失いました。しかし、神の目に罪を犯して死んだ人のために、その名を起こさなければなりません。この人のために、贖いを通して、その支配権と王権を起こさなければなりません。それは、私たちの主と共に、私たちが治めるためです。


  今晩のこのメッセージは、これだけで完結したものとなるように、できるだけまとめてあります。


  ルツ記は、ルツのあの崇高な宣言の中にすべて集約されます。一章十六～十八節のルツの宣言は、全聖書中もっとも麗しいものの一つです。「ルツは言った。『あなたを離れ、あなたから別れて帰ることを、私に勧めないでください。あなたが行かれる所に私も行き、あなたが住まわれる所に私も住みます。あなたの民は私の民、あなたの神は私の神です。あなたが死なれる所で私は死に、そこに葬られたいのです。死以外のものによって私があなたから離れるようなことがあったら、主が幾重にも私を罰してくださいますように』」。


  「ナオミは、ルツが自分と一緒に行こうと堅く決心しているのを見ると、もうそれ以上何も言わなかった」。


  



  究極的豊かさに至る信仰の小径


  



  このために、ルツは途方もない信仰の決断をしなければなりませんでした。二章十一節を見てください。「ボアズは彼女に答えて言った。『あなたの夫が亡くなってから、あなたがしゅうとめにしたこと、それにあなたの父母や生まれた国を離れて、これまで知らなかった民の所に来たことについて、私は話をすべて聞いています』」。


  偉大な信仰の冒険でした。崇高なる放棄でした。捨てねばならないものがモアブにはたくさんあったと、あなたは思わないかもしれません。なぜなら、それは悲しみと失望と悲劇の地を離れることだったからです。しかし、事の真相、彼女が行おうとしていたこと――それはすべて彼女にとって未知のことでした――、事の成り行きを真に考慮するなら、あなたは別の角度からこの光景を見ることになると思います。少なくとも、彼女は自分の国でくつろいでいました――人々は彼女を認知していましたし、彼女はそこに自分の居場所を持っていました。父母がそこにおり、家もそこにありました。彼女は外国へ行こうとしています。やもめのしゅうとめと一緒に行こうとしています。しゅうとめは大きな悲しみの中にありました。彼女の人生に大きな悲劇がありました。そして、彼女は大きな失望の雲の下にありました――自分の人生に失望していただけでなく、主ご自身にも失望していました。「主は私に反対して証しされました」。本当に霊的に落胆し、困惑していたのです。


  しかも、ルツはモアブ人でした。自分の国に対するイスラエルの禁令について、彼女は知っていたにちがいありません。モアブの上には呪いが下されていました――「アモン人とモアブ人は永遠に主の会衆に加わってはならない」――彼女はこれを知っていたにちがいありません。また、イスラエルの地で受け入れてもらえるかどうか、歓迎してもらえるかどうか、かなり疑わしいことを彼女は知っていたにちがいありません。むしろ、全く受け入れてもらえず、歓迎されないかもしれません。疑いをかけられ、追放されるかもしれません。ご存じのように、「彼女に不親切にしてはいけません。彼女の邪魔をしてはいけません」と、ボアズは若者たちや女中たちに特別な指示を与えなければなりませんでした。「彼女に親切にしなさい」と繰り返し彼らに言わなければならなかったのです。彼女は彼らの間では日陰者です。彼女はそれについて、またその意味について、何か知っていたにちがいありません。先のことは全くわからず、きわめて怪しかったのです。それを考えると、彼女は気が遠くなっても仕方がありませんでした。


  しかし――ルツには十分な信仰がありました。「あなたの神は私の神です」。ナオミが自分の神について嫁に話していたことは明らかです。それでルツは、「どちらにせよ、モアブのこの場所にいるよりは、この神が認められ、敬われている場所に行った方がいい」と感じたのです。彼女の心の中には、ナオミの神、イスラエルの神を信じる信仰がありました。これは一面において、安全な場所である自分の家から彼女を離れさせるのに十分でした。自分の家を離れるのはルツにとって大変だったことを、ボアズは理解しました。「あなたがしてきたことについて、私は話をすべて聞いています」。他方において、ルツは実際に何が起きるかわからないのに、その結果を何でも受け入れることができました。それは信仰の冒険、信仰による放棄であり、うまくいくかどうか、やがて明るい展望が開けるのかどうか、全くわかりませんでした。


  これが、この大いなる豊かさに至る道の第一歩でした。それは信仰の冒険だったのです。


  ああ、この道を行くのに、私たちはなんと多くの誘いを必要とすることか。なんと多くの約束や保証を必要とすることか。主に従うなら得られるであろう祝福について、なんと多く人々に示さなければならないことか。


  私たちは応答するのがあまりにも遅いのではないでしょうか？私たちは多くの賄賂をもらわなければなりません。「クリスチャンになったら、何が得られるのか」というところにまで、福音の訴えの水準が下がっているのではないかと、私は心配です。


  主が見いだすことを待っておられる真の信仰は、見いだすのがとても困難です。ですから、命が制限されても、別に驚くにはあたらないのではないでしょうか？私たちは豊かさに至る信仰の小径について話しています。私はよくこう感じずにはいられません。主を知る知識に関して、また、私たちがキリストにあって真に召されているいっさいのことに関して、私たちは霊的に制限を受けており、霊のいのちもちっぽけなままです――この制限は、「これは自分にどんな影響を及ぼすのでしょう？良い影響でしょうか、それとも悪い影響でしょうか？自分は何をもらえるのでしょう？」と私たちが考えてばかりいるためです。主と一緒にいた弟子たちですら、「主よ、私たちはあなたのためにすべてを捨てました。私たちは何をいただけるのでしょう？」と言ったのです。


  「私たちは何をいただけるのでしょう？私たちは何を得るのでしょう？何を失うのでしょう？」――これが動機になることがあまりにも多いのです。霊のいのちがこんなに貧しいのも、不思議ではありません。ルツが持っていたような信仰を私たちも持ってさえいれば。この信仰は、代価が高くつきそうなことを自覚しています。現実に直面して、困難な目に遭うでしょう。それにもかかわらず、「あなたの神はそれだけの価値があります。あなたの神は私の神です」。行動の動機は、「自分自身のためではなく、神のために」でなければなりません。主のためでなければならないのです。


  最初の時だけでなくずっと、私たちは主のためでなければなりません。なぜなら、この道で私たちは多くの代価を払うよう導かれるからです。しかし、主のためにそうするなら、私たちはいっそうよく前進するでしょうし、速やかに神の御旨の成就に至るでしょう。信仰の動機は大きな違いを生じさせます。自分のことや自分への影響ばかり考えているなら、私たちは大して進歩しません。これは全く明らかではないでしょうか？


  主は私たちの前に褒美をぶら下げて、私たちを買収したり、だましたり、誘惑したりされません。主はごく率直に言われます――「自分の十字架を負ってわたしに従わない人は、わたしの弟子になることはできません」。信仰はすべてを見越して言わなければなりません、「主を持たずに主以外のすべてのものを持つよりも、主を持つことの方がまさっています」。主を持っていて、苦しみ、逆境、試練、障害、迫害に遭う方が、主を持たないでそうした目に遭わずにいるより、まさっているのです。


  信仰の冒険と信仰による放棄。次は信仰の決意と決断です。私は十八節の句が好きです――「ナオミは、ルツが自分と一緒に行こうと堅く決心しているのを見ると、もうそれ以上何も言わなかった」。この人と議論しても無駄です。彼女に話しても無駄です。彼女は決心しており、この件は決着済みです。堅く決心しています。決意と決心を固めています。「無駄です。そうしないよう私を説得することはできません。こうしないよう私を説き伏せることはできません。私は決心しました」と彼女は言えたでしょう。ナオミはこれを見ました。「彼女はもうそれ以上何も言わなかった」。


  信仰の決意と決断。これを得るなら、主は何でもすることができます。


  これまで見てきたように、主のなさったことは全く素晴らしいです。あなたは間もなくこれを再び見ることになるでしょう。このような信仰は、主が素晴らしいことを行うための道を開きます。そして、直ちに主の最大の豊かさにあずかるのです。


  私たちがぐずぐずしているのは、決意に乏しいからではないでしょうか？私たちの決断がとても弱いから、私たちの霊的成長は遅々として進まないのではないでしょうか？依然として二つの意見の間で板挟みになっていて、身動きがとれないのでしょうか？一貫しているものについて、依然として全く確信がないのでしょうか？直進するかどうか、依然として全く確信がないのでしょうか？そんなことだから、何年も過ぎて長い時がたっているのに、私たちは全く元と同じ霊的状態のままなのです。


  これはとても単純な言葉です。しかし、親愛なる友よ、これは特別集会を締めくくるのにふさわしい良い言葉です。主には願いがあり、主はその願いのために私たちを召されました。この完全な願いを前にして、私たちは心から感動・感激してこの問題に向かい、ルツと共に言わなければなりません、「あなたを離れ、あなたから別れて帰ることを、私に勧めないでください。あなたが行かれる所に私も行き、あなたが住まわれる所に私も住みます。あなたの民は私の民、あなたの神は私の神です。あなたが死なれる所で私は死に、そこに葬られたいのです。死以外のものによって私があなたから離れるようなことがあったら、主が幾重にも私を罰してくださいますように」。「ナオミはルツが堅く決心しているのを見ると」。これはなんという堅い決意のこもった言葉でしょう！ですから、私は再び言いますが、あなたはその結果に驚かないでしょう。


  



  信仰の包括性


  



  たったいま再び引用した十六節と十七節のこの言葉は、とても総括的で包括的な言葉ではないでしょうか？この言葉はこの立場全体を網羅します。あらゆる可能性、物事のあらゆる面を網羅します。この献身的な凝縮された言葉は、すべてを完全に一望し、網羅し、言い尽くします。「私はすべてのこと――この問題のすべての面――を十分に考慮しました。これは私を素晴らしい取り引きに導いてくれることがわかります。これはとても困難な長期にわたる仕事になるかもしれません。しかし、たとえそれが死という結果になったとしても、私は今から死ぬ時までのことをすべて計算済みなのです」。


  これは信仰の包括的宣言です。次に、これはそのようなものだったがゆえに――冒険的な信仰、放棄する信仰、確定的・決定的・包括的・総括的な信仰でした。このような種類の信仰は、最も素晴らしい形で神の恵みへの扉を開きます。神の恵みです！


  これは神の恵みのなんという物語でしょう！今日、ルツが負っていた困難、この愛すべき魂がその下で耐えていた困難を、先ほど指摘しました！それは出生による困難でした。祖先から受け継いだ汚名でした。それは近親相姦の汚名であり、呪いのハンデでした。「モアブ人は永遠に主の会衆に加わってはならない」という禁令がありました。彼女は、この恐ろしい禁令や困難に立ち向かって、主の会衆の中に行こうとしています。「彼女はモアブ人です」。これには多くの意味が込められていました。


  しかし、彼女の信仰は神の恵みへの道を開き、困難をすべて取り除きました。これは素晴らしいと思います。


  これに側面から光を当てましょう。新約聖書の中にその光があります。ご存じのようにレビ記十一章に、イスラエル人が食べてはならない汚れた被造物の一覧があります。彼らはこれらの汚れた被造物を食べることを禁じられていました。さて、間違いなく、これには健康のための衛生上の理由、保健上の理由がありました。


  これには別の意味もありました。これらの汚れた被造物は異教の異邦の国々を象徴しており、イスラエルはそれらの国々と交流、接触、婚姻関係を持ってはなりませんでした。イスラエルの外のこれらの国々は、汚れたものと見なされていました。ユダヤ人はこれを知っていました。


  さて、新約聖書に来ます。ある日、使徒ペテロは幻を見ました。その幻の中で、天が開かれて、四隅を吊された敷物が降りてくるのを彼は見ました。その敷物の中には、レビ記十一章に記されている汚れた動物がいっぱいいました。あらゆる種類の汚れた動物がいました。彼はユダヤ人だったので、それが何を意味するのかを知っていました。すると声がありました、「ペテロよ、起きて、それをほふって食べなさい」。ペテロは言いました、「主よ、それはできません。私はこれまで汚れたものを口にしたことがないのです」。このようなことが三回あった後、敷物は天に引き上げられました。すると――扉を叩く音がしました。「ここから離れた所にいるカイザリヤのコルネリオが、あなたを自分の家に招くため、私たちを遣わされました。彼はイタリヤ人です。どうか来て、彼に神のことを話してください」。


  ああ、コルネリオ。聖書はあなたと関わること、このようなことをすることを、私に禁じています。「主よ、それはできません」。


  主は何と言われたでしょう？「神が清めたものを、汚れていると言ってはならない」。説得されてペテロは出かけました。私たちはその結果を知っています。何が起きたのでしょう？


  カルバリの出来事があって、大いなる親類―贖う者である主イエスがこの呪いを担ってくださいました。主はこの呪いを担って、道から取り除いてくださいました。そして、恵みが汚れたもののために扉を開きました。事実上、カルバリがすべてを清めたのです。カルバリには、汚れたものをすべて清める効力があります。


  これに関する側面からの光です。「モアブ人は会衆に加わってはならない」。呪いの下にあります。ああ、そうです、しかし、信仰が呪いを取り除きます。信仰は神の恵みへの扉を開きます。ここで信仰が勝利します。ルツは立って、自分の身をもってこれを宣言します。「律法は『絶対ダメ』と言いましたが、恵みは『いつでも大丈夫』と言います」。律法は扉を閉じ、恵みは扉を開きます。


  贖いによる神の恵みと、神の恵みを握る信仰は、扉を開き、あらゆる困難を取り除きます。なんというメッセージでしょう！


  あなたは自分の困難を嘆いておられるのでしょうか？あなたが信じさえするなら、神の恵みはあなたの困難をすべて取り除くことができます。信仰は恵みへの扉を開き、恵みはすべての禁令を取り除いて、「信仰の全き確信をもって近づこうではありませんか」と言います。「大胆に恵みの御座に行こうではありませんか」。信仰です。


  次に、信仰と恵みを通して扉が開かれた後、祝福がルツの所に流れてきはじめたことがわかります。これらについては今朝すべて話しました。最初に、祝福が直ちにやってきました。素晴らしい神意により、彼女の生活の中に主権が働き始めました。


  前に述べた「偶然」の出来事がありました。「ルツは偶然、ボアズの畑のうちを選んだ」。偶然のように見える何気ない行動により、彼女は知らず知らずのうちに――神はご自身のしていることをご存じでした――その畑にやって来ました。神の主権と神の御旨がこのように素晴らしい形で働き始めました。それはとても単純かつ容易で、天からの示威的な力の行使もありませんでした。時にはたんなる「偶然」のように見えることを行うこと、そして、「いつ起きたのか？」とあなたが不思議に思うようなことを行うことは、神の主権にとってはいとも容易です。神のこの平静さにあずかることは、いとも容易なのです。


  数々の祝福。私はそれを数え上げることはしません。この本が示しているように、直ちに祝福がありました。ボアズの畑を選んだのは「偶然」でした。一歩一歩前進して結婚に至り、さらに進みます。これは私たちを信仰の豊かな報いに導きます。彼女の人生を遙かに超えるものがあったのです。すでに指摘したように、この本の最後の言葉はこうです：


  「ボアズの子はオベデ、オベデの子はエッサイ、エッサイの子はダビデである」。


  次に福音書までひとっ飛びすると、ダビデ――イエスを見いだします。


  素晴らしいことです。彼女はモアブ人であり、禁令と呪いの暗い影の下にいました。それなのに、主キリストの祖先になったのです！イエスの直系の祖先であり、この世に到来したいっさいのものの直系の祖先なのです。


  ああ、ルツの信仰を通して、なんと途方もないものがこの世に到来したことか。なんという報いでしょう。彼女が今これを知っているのかどうか、私にはわかりません。「彼女はこれをみな知っており、意識している」と私は思いたいです。確かにこれは報いではなかったでしょうか？もしルツが今、あのおどおどとした恐れや不安の頃、にもかかわらず堅く決意していた頃を思い返すなら、どう思うでしょう。到来したものをすべて見るなら、「なんということでしょう、そうする値打ちがありました。自分の貧弱な弱々しい信仰の努力がこのような結果になるとは、全く思いもよりませんでした」と言うのではないでしょうか。


  これはどんなに強調しても強調しきれないのではないでしょうか？主イエスを通して、受肉を通して到来したものをすべて考えてみてください。これについてどんなに強調しても強調しすぎることはありません。これはこの女性の単純で熱心な信仰と共に始まったのです。断固たる信仰でした。


  この信仰の効力は遙か遠くまで及び、この偉大な目標に到達しました。


  主に可能なこと、主が将来なさること、永遠になって明らかになることは、決してわかりません。私たちの知るかぎり、彼女は生きている間、オベデまでしか見ませんでした。彼女の人生は自分の息子の人生で終わりました。彼女は見ませんでした。


  おそらく今、彼女は見ているでしょう。今見ていなくても、将来見るでしょう。


  主がルツの信仰のような信仰を私たちの間で獲得される時、主は現在と将来にわたって何をなせるのか、あなたも私も自分の時代に知ることはできません。この信仰は冒険します。この信仰は放棄します。この信仰は断固たるものです。この信仰は関係するものをすべて受け入れて、結果に動じることがありません。この信仰はそれをすべて受け入れて、「私は信じます、私は信じます、私は信じます」と言います。


  これをあなたに、そして私たち自身に託さなければなりません。さて、次のことを述べて、終えることにします。


  自分自身の益のために、自分自身の祝福のために、自分自身の豊かさ、優位性、勝利のために、主の民が何よりも必要としていたもの（これについてはこの午後話しました）、イスラエルが何よりも必要としていたものは、王でした。すでに見たように、士師記の中のあらゆる悲劇は、イスラエルに王がいなかったためでした。権威によるまとまりがなかったのです。


  ルツの信仰を通して王が到来しました。親愛なる友よ、私たちが信仰によって取る、代価を要する困難な暗い道を通して、主イエスが主として、王として、ご自身の地位につかれるなら、それは価値あることではないでしょうか？この大いなる包括的な一歩を踏み出す時、それが何を意味するのかを私たちは知りません。わかるのはただ、とても大きな実際の困難に巻き込まれるかもしれない、ということだけです。それでも、私たちはその道を取ります。それは、この線に沿って、主イエスがご自身の地位につくためです。これにはそうする価値があるのではないでしょうか？


  もしこの散らされている者たちが羊飼いなる方を見いだすようになるのなら、もしこの敗北している者たちが自分たちの王、自分たちの勝利を見いだすようになるのなら、これにはそうする価値があります。あなたや私はそうするよう召されています。主イエスにご自身の地位についていただくためです。これは容易なことではなく、代価が必要です。これを遂行するには真の信仰が必要です。なぜなら、主の王権と主権に敵対する要素がこんなにもたくさんあるからです。しかし、私たちの奉仕を通して主がその地位につかれるのなら、すべてはそうする価値がありますし、正当化されるのです。


  あなたはルツのこの偉大な宣言を再び読まなければなりません。そして、自分をそれに従わせなければなりません。


  クリスチャンの方々、今晩あらたにこう言う覚悟はあるでしょうか？今晩ここにおられる救われていない方々、こう言う覚悟はあるでしょうか？静まって、この言葉に私たちの心を試してもらいましょう。そうしましょう。いいでしょうか？こう言いましょう、「あなたを離れ、あなたから別れて帰ることを、私に勧めないでください。あなたが行かれる所に私も行き、あなたが住まわれる所に私も住みます。あなたの民は私の民、あなたの神は私の神です。あなたが死なれる所で私は死に、そこに葬られたいのです。死以外のものによって私があなたから離れるようなことがあったら、主が幾重にも私を罰してくださいますように」。


  これが主イエスとの関係において何を意味したとしても、主は私たちに恵みを与えてくださいます。この恵みにより、私たちはこれを言い、これを志すようになります、そして、議論や論争はすべてやみます。「ナオミは、ルツが堅く決心しているのを見ると、もうそれ以上何も言わなかった」。どうか主が私たちをこのような民にしてくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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